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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　胞の百分率等にっき観察した。

　　　　　緒　　君　　　　　　　　　　　　　　　　　1）有核細胞数：白血球算出用のメラソジユールと

　胸腔内に病的に液が貯溜することは極めて多く，肋　 チルク氏液を使用し，トーマーの計算盤により胸水

膜穿刺は実施に際して殆んど危険が伴わないため，早　　　1ma3申の腐核細胞数を算出した。

くから胸水貯溜の原因を解明する方法として普及し，　　　　2）　色　調：採取液を試験管に入れその外観により

各種の物理化学的研究は可成りよく行われている。　　　判定した。

然し乍ら細胞像についての系統的な研究は比較的少　　　　3）　比　重：尿比重計により測定した。　　　’

い①一⑫。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4）蛋白量：日立の蛋白計により測定した。

　著者は，前報⑳に於て胸水中に出現する睡瘍細胞の　　　5）　リバルタ反応：型の如く長さ20cmの硝子円筒中

特徴及び鑑別を要する類似細胞につき述べ，又腫瘍細　　に水を満し1氷酷酸3滴を混じた中に採取液を滴下し

胞の出現率，生検組織の価値にっき論じ，癌性肋膜炎に　　　て観察した。　　　e

於ける胸水中の腫瘍細胞の検索及び肋膜生検の併鼎こ　6）細胞像・採取液を直ちに10。0回転5分間遠沈し

より高率に癌の確診が可能であり，更に肋膜生検によ　　　た後Giemsal　PaPanicelaou，　H・E・染色・ヤ「e’ヌス

る採取組織について離の形態学的分類力珂能である　グリーy，ノイトラル・一ト等の超生体染色汲び轟

事を述べた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　汁寅喰を行つて，胸水出現細胞の形態とその百分率に

　本編に於ては，結核性肋膜炎と癌性肋膜炎に於ける　　　つき観察した。

胸水の性状，経過並びに細胞｛象につき比較検討し，二、
三の興味ある知見を得たので報告する。　　　　　　　　　　　　　　成　　績　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結核性肋膜炎に於ける胸水の性状

　　　　　　研究対象　　　　　　　　　　　　　　　　表1は結核性肋膜炎14例の胸水の性状を示す。男12

　昭和34年2月以降，当科に入院した結核性肋膜炎14　　例，女2例であり，右結核性肋膜炎9例・左結核性肋

例，癌性肋膜炎11例，計25例で何れも同一症例につい　　　膜炎5例である。年次は昭和34年7例・35年3例・36

て肋膜穿刺により胸水を2回以上採取したものであ　　　年4例，年令は17才より59才である。

る。年令は17才より65才に亘り，男18例，女7例であ　　　　（1）有核細胞数

る。’ @　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表2は14例の有核細胞数の分布を示す。初回穿刺で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あるA群の有核細胞数は，最小は300／nmt3より最高は

　　　　　　研究方法　　　　　　　　　　　550elnnn3で14例の平均値は2485／maSであつた。　B群

　各症例につき初園穿刺液所見をA群とし，10日乃至　　　の有核細胞数は700／nvn3・v6soo／ma3で・14例の平均値

33日後に採取した液の所見をB群とし，各症例の有核　　は2900／1maSであり，　A群とB群との有核細胞数の平

細胞数，色調，比重，蛋白量，リバルタ反応，出現細　　　均値を比較すると，B群が著明に多いが・個々の症例
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蓑1　　　　　　　結核性肋膜炎に於ける胸水の性状

症

例

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

氏

名

K，K

K．T

S．N

N．Y

H．K

K．T

S．K

H，M

H．Y

Y．K

S．M

M，H

K．0

Y，U

年

令

59

20

性

＄

6

271♀

20

25

42

26

33

17

34

32

51

20

41

δ

6

6

6

6

6

3

臨

床

診

断

左結核性

　肋膜炎

左結核性

　肋膜炎

右結核性

　肋膜炎

右結核性

　肋膜炎

左結核性

　肋膜炎

左結核性

　肋膜炎

右結核性

　肋膜炎

右結核性

　肋膜炎

右結核性

　肋膜炎

右結核性

助膜炎

　　左結核性
δ

　　　肋膜炎

♀

6

δ

右結核性

　肋ll莫炎

右結核性

　肋膜炎

右結核性

　肋膜炎

穿

刺

時

期

初　回

26日後

初　回

23日後

有

核

細

胞

数

2200

3200

700

1600

初　回5500

18日後

初　回

22日後

初　回

23日後

初　回

26日後

初　回

19日後

初　回

24日後

初　回

19後H

初　回

22日後

初　回

30日後

初　回

38日後

初　回

18日後

初　回

19日後

3200

2400

3200

4200

4300

1300

2300

4800

6800

600

3400

300

3200

1500

1300

4100

4800

1700

700

3600

1405

1900

1200

色

調

淡黄色

淡黄色

黄緑色

黄緑色

淡黄色

淡黄色

比

重

蛋

白

量

リ

バ
ノレ

タ

反
応

102214．2　十

　　i
102014，0　十

禰隣
1022［4．4　十

1024

1022

黄褐色

血帥・・8

淡黄色

淡黄色

淡黄色

淡黄色

黄緑色

黄緑色

淡黄色

淡黄色

淡黄色

淡黄色

淡黄色

淡黄色

淡黄色

淡黄色

淡董色

淡黄色

血　性

黄禍色

淡黄色

淡黄色

1018

正024

1022

1026

1022

1022

1022

1022

1020

1032

1024

1020

1020

1020

1020

1018

1018

5．0　十

4，8　十

5．4　十

5，2　十

5．0

4。6

5．0

4．8

3．6

3．4

5．0

4．6

6．0

5．8

3．2

3。6

5．4

5．0

4，4

4．2

10265．2

10224．8

10224．2
102

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

24．2　十

好

中

球

好

酸

球

好

塩

基

球

2．4　0　　0

O．2

7．6

2．0

1，4

5，8

8．2

2．8

3．2

2．0

1．8

3，4

11。4

1．6

0

0

0

2，2

3．0

0．6

1，　2

14。6

4，2

3，2

0，8

5．2

3，4

21．4

10。2

5，8

5，4

　0
！o

2，6

1，8

0

0

0

0

0

2．4

0

0

0

0

3．2

2，0

0

0

0

0

0

0

0

0

O

o

O

O

O

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

リ

ン

ノ〈

球

90．8

97．4

86．2

94，4

92，4

90．4

77．4

92，0

79．2

97．2

92，6

95．6

77．2

93、6

94．4

96．2

94，8

98．0

66。4

87，8

85，8

94。0

76、2

81．4

66，2

82，8

76，2

80．4

組
織
球
性
細
胞

6．8

2，4

6．2

3，6

0．8

2，8

7．8

3．2

9．4

0．8

5，6

0．8

8，6

2．4

2。8

0，8

4，4

0．8

8．6

5、4

7．0

4．6

8．8

6．2

8、2

4，6

10．6

8，4

漿

膜

細

胞

0

0

0

0

5．4

1．0

4．0

0。2

8．2

0

0

0．2

2．8

0

0．6

0

O，2

0

7．2

0．6

4．0

0．6

6。4

3．8

4．2

2．4

7．4

5．8

1印

環

細

胞

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

O

o

O

O

0

0

3，4

5．2

0

0

0

0

については，A群よりB群の方の有核細胞数が多いも　　（3）比　重　

のは14例中9例，減少したものは5例であった。　　　　　比重は表3に示す。A群では1018～1032で14例の平

　　（2）　色　　調　　　　　　　　　　　　　　　　　　均値は1022．6であり，B群の比重は1018～1024で平均

　A群では14例中12例が淡黄色乃至黄緑色であり，2　　値は1021・0であり，A群とB群の平均値は略々等し

例が血性であつた。B群ではA群と同様14例中ユ2例が　　　い。各症例についてはA群よりB群に於て比重の減少

淡黄色乃至黄緑色であり，A群で血性であつた2例が　　　したもの7例，変化のないもの6例，増加したもの

B群では黄褐色として認められた。　　　　　　　　　　1例であつた。
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　　（4）蛋白鍛　　　　　　　　　　　　　　　　％～94・8％で平均値は82．5％，B群では80．4％～98。0

　各症例の蛋白量を表4に示す。A群では最小3．2　　％で平均値は91．5％となり，　B群に於て著明な増加力～

ff／eeより最高6．　o〃46で平均値は4，79！認，　B群　　認められ，各々の症例についてもA群に比較してB群

では3・4〃認～5・8〃認で平均値は4・5〃認で，各　　　の増加した例は14例中13例であつた。

症例についてはA群よりB群に於て蛋白量の増加した　　　　d）組織球性細胞

もの1例，変らないものユ例，減少したものが12例に　　　　表8に示す様にA群では0・8％～10・6％に認められ

認められた。　　　　　　　　　　　　　　　　　平均値は6・8％，B群では0・6％～8・4％で平均値は

　　（5）　リバルタ反応　　　　　　　　　　　　　　　3．3％であり，B群で減少が認められた。個々の症例で

　リバルタ反応はA群，B群の全例が陽性として認め　　　は14例中13例に組織球性細胞の減少が認められ，症例

られた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3だけは増加していた。

　　（6）胸水中に出現する細胞の百分率　　　　　　　　e）漿膜細胞

　a）　好中球　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　漿膜細胞は（表9）A群では14例中11例に認めら

　好中球の分布を表5に示す。14例の全例に認めら　　れ，02％～8．2％で平均値は3・6％であり，B群で

れ，A群では0・6％より最高2ユ・4％で平均値は6．4％　　　は14例中8例に認められ0・2％～5・8％で平均値は1・0

であり，B群ではO．2％より最高10．2％平均値は3，3　　％でBが低かつた。　A群で漿膜細胞が認められた11例

％であつた。A群，　B群の疲例とも最少値と最高値と　　中B群に於てA群より百分率の減少した例が7例，検

の間には可成りの開きがあり，A群よりB群に於て減　　　出し得ない例が4例であり．　A群では漿膜細胞が認め

少を示したものは14例中10例であり，平均値ではA群　　　られなくB群のみに認められた例が1例あつた。

に比較してB群セ減少が認められた。　　　　　　　　　　　f）　印環細胞

　b）　好酸球　　　　　　　　　　，　　　　　　　　症例12の1例に於て認められA群は3．4％，B群で

　好酸Xを認めた例は俵6）A群の2例，B群では　は5・2％でB群が多かつた。

3例であり，症例7ではB群のみ2．4％に認められ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　成　　績　皿
た。

　。）リソ．鯨　　　’　　　　　灘肋膜炎に於ける胸水の性状
　リソパ球は，結核性肋膜炎に於ける胸水中の出現紳　　　表10は癌性肋膜炎11例の胸水の性状を示す。男6例，

胞の中で最も多く表7に分布を示す。A群では66．2　　女5例であり，臨床診断は肺癌9例，乳癌1例，胃癌

表2　　　　　　　表3　　　　　　　表4　　　　　　　表5
　有核細胞数の推移　　　　　　比重の推移　　　　　　　蛋白量の推移　　　　　　　好中球の推移
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表6　　　　　　　表7　　　　　　 表8　　　　　　 表9
　好酸球の推移　　　　　　リソパ球の推移　　　　　組織球性細胞の推移　　　　　漿膜細胞の推移
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表10　　　　　　　癌性肋膜炎に於ける胸水の性状

症

例

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

氏

名

H．K

S．K

Y．T

E．0

S．M

T．H

T．N

N．N

T．S

SfH

M．K

年

令

24

47

35

52

58

43

57

38

62

64

45

性

s

♀

♀

6

9

6

δ

6

9

6

♀

臨

床

診

断

肺癌

肺癌

肺癌

肺癌

肺癌

肺癌

肺癌

肺癌

肺癌

胃癌

乳癌

穿

刺

時

期

初回
12日後

初回
21目後

初回
12日後

初回
14日後

初回
10日後

初回
16日後

初回
17日後

初回
19日後

初回
33日後

初回
14日後

初回
19日後

有

核

細

胞

数

色

調

3700血性
3600血性

300血性
600血性

2600血性
1600血性
1100

900

600

400

1200

600

600

800

1200

900

800

淡黄色

淡黄色

淡黄色

黄禍色

血性
血性

血性
黄禍色

血性
血性

血性
700血性

800淡黄色

400淡黄色

3800淡黄色

1700淡黄色

比

重

1018

1020

1026

1020

1026

1020

10i8

1020

1020

1016

1024

1024

1020

1020

1018

1018

1020

1020

1020

1018

1022

1026

蛋

白

量

3．6

3．2

4．0

4．2

4．8

5．4

2．8

3．0

3．2

2．0

4．1

3．8

4．0

4．0

3。4

3．0

3．2

3。0

3．0

2．6

4．4

4．2

リ

ノく

ル
タ

反
応

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

好

中

球

35。0

54，4

7．6

4．2

2．8

4。　6

7．2

10．2

2．4

11。2

2．6

2．4

13．6

42．6

11．2

4。4

13．2

8．8

6．8

10．2

13．2

4．8

好

酸

球

好

塩

基

球

4．2　0

0．6　0

18．8　0

23．4　0

0　0
0　0

0　0
0

0

0

2。2

4．4

0

2．8

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

リ

ソ

ノ9

球

49．6

39、2

50．6

47．6

38．4

43。4

61。4

67．4

74．0

59．4

51．2

69．8

23．2

32．6

66．2
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1例P欄磁64描る゜　1晶藷雰蕊表・4耐一…，4％一・5・・
表、・賄核細胞数の分布を示す．A群でIX・300／m・n3° 唐ﾅ鞠徹…5°／・，　B群では2・4％一一54・4％で鞠値

より最高3800！nonBで平均値15001Piln3，　B群では400／　　は14・3％で・個々の症例により好中球の出現範囲が極

ma3より最高3600／lmn3で平均値1110／MntBであり，　A　　　めて大きく，平均値ではA群よりB群に於て増加が認

群とB群を比較すると，B群に於て薯明な有核細胞数　　　められた。各症例についてはA群よりB群に於て好中

の減少が認められ，個々の症例についてはA群よりB　　　球の増加した例は6例，減少した例は5例と一・一・定の傾

群に於て有核細胞数の減少したもの11例中9例，増加　　　向は認められなかつた。

したもの2例であった。　　　　　　　　　　　　　　　b）好酸球

　　（2）色調　　　　　　　好酸球は（表・5）11例中A群の3例・B群の4伽
　A群に於ては11例中7例が血性であり，4例は淡黄　　　認められ・この中A群・B群共に認められたものは

色であつた．B群では・・例中6例が血性2例が黄褐　3例であつた・特trL症例2V：A群で18・8％・B群で

色，3例が淡黄色であり，同一症例でA群，B群共血　　23・4％と極めて高率に認められte。

性であつた例が6例に認められた。　　　　　　　　　　　　c）　リソパ球

　　（3）比重　　　　　　　衷・6vc示す・〃パ球はA群では23・2％～75・8％で
　比重は表12に示す。1018－－1026で平均値em　lo21，　　　平均値は55・1％・B群では32・6％～73．・4％で平均値は

B群に於ては1016～1026で平均値は1020であり，A群　　56・1％であり，平均値についてはA群B群とも大差

とB群は略々等しい6個々の症例についてはA群と比　　　なく，個々の症例について比較するとB群に於てリソ

較してB群の比重が増加した例が3例，変化しない例　　　バ球の増加した例は11例中6例，減少した例は5例で

が4例，減少例が4例に認められた。　　　　　　　　あった。

　　（4）蛋白量　　　　　　　　．d）組織球性細胞
表13の樹。A群では2，89／ac－－4．8g／deで平均値　組織球性細胞臓・η・示す・A群でIL　6・2％～29・o

｝t　3・72／aC，　B群では2．09／ee～5・49／d6で平均値　　　％で平均値は14・8％，　B群では3・8％～28・2％で平均値

は3．se／neであり，　A群よりB群に於て蛋白量の増　　　は11・3％でB群はA群より低いが，　A群とB群の個々

加した例が3例，変化しないもの1例，減少したもの　　　の症例を比較すると，B群に於て増加した例は11例中

は7例であつた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　6例，減少した例は5例であり，両者の間に著明な差

　　（5）　リバルタ反応　　　　　　　　　　　　　　　異を認めなかつた。

　A群では11例mp　9例が陽性，　B群では11例中7例が　　　　e）漿膜細胞

陽性であり，A群，　B群共陽性例が7例，　A群，　B群　　　　表18に示す。　A群では3・6％～18・8％で平均値11・5

共に陰性例は2例であつた。　　　　　　　　　　’　　％，B群では2．0％～21．4％で平均値は］2・4％であり，

　　（6）胸水中に出現する細胞の百分率　　　　　　　A群とB群とを比較するとB群に於て増加した例は11

褒　11　　　　　　　　　　　　　　　　　　衷　12　　　　　　　　　　　　　　　　　　表　13　　　　　　　　　　　　　　　　　　表　14

有核細胞数の推移　　　比重の推移　　　蛋白量の推移　　　好中球の推移
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，9’

佃oo

300D

2000

loeO

1b30

te25

1020

5

舟

3

ユ

写e

キo

30

20

tO

　　　　　　　　　　IotS
A群　B群　　　　　　　　A群　　B群　　　　　　　A群B群　　　　　　　　　A群　B群



86－（345）　　　　　　　　　　　　　　　信州医誌第・・巻

表15　　　、　表16　　　　　表17　　　　　表ユ8
　　好酸球Q推移　　　　　　　リンパ球の推移　　　　　組織球性細胞の推移　　　　　漿膜細胞の推移
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　　　　A群B群　　　　A群B群　　　A群B群　　　　A群B群
　例中6例，減少した例は5例であった。　　　　　　　の胸水の有核細胞数の著明な差異を指摘している。

　　f）　印環細胞　　　　　　　　　　　　　　　　　Rubin⑬は癌性肋膜炎の胸水の有核細胞数は60／ma8～

　　A群で工例，B群で3例に認められ，この中同三症　　20000／man3としている様に，諸家によつて可成りの差

例でA猟B徽に認められたものは1例であり何れ　が認められる。舗の例でをま徽性肋膜炎に於けるA

も2・6％～4・4％と低率であつた・　　　　　群の繊細胞数は3・・伽・～55・・／mm・，平均値2485／

　　9）腫瘍細胞　　　　　　　’1・v7i8，又B群の有核細胞数は7・O／nnnB，v6800／nvnB，平

　　鵬鮪はA群の5例・曙の4例に認められ・こ　均齢29・・／Mm3であり，有核細撒は曙で増加し

の輌一症例でA群・B徽に認められた例Pま・3例　ていた。癌鋤臓ではA群の轍細胞数は300伽・
で，A群に認められたがB群で認められない例が2　　～3800／rm8，平均値1500／Mm8，　B群は400／ma8～3600／

例，B群のみに認められた例は1例であつた。　　　　　V7vnB，平均値は1110／MmSで，　B群に於て減少が認めら

　　　　　　考按　　　繍欝騰鼎黙続灘
　胸水の貯溜を来す疾患は少くないが，中でも我々が　　　mans，平均値2485／17nna，後者では300加が～3800／πが，

最も多く経験する疾患は，結核性肋膜炎と癌itk肋膜炎　　　平均値は1500／ma8で前者が著明に多く，更に経過的

である・これ等の醸患は治療は全倶るカ；・時礪　繍・よるB群に於ては官行翻平均値290・伽・儲

床諸検査のあらゆる方法を用いても，なお鑑別の困難　　　は1110／nvnSと，前者は増加傾向を示し，後者は減少傾

な例に遭遇することが多い・近年は・線撮影技術の進　向を示している事は，極めて餅深い点である．胸水

歩読影加向上と共繭編疾患の研究が盛ん敵　の貯溜液は外観によつて漿灘，雌濃性，乳難。
つて来たが，胸水の検査については胸腔穿劇による胸　　　レステリソ性液等と分麺され，又貯溜液を比重工015以

水の．離齪躍まり・髄の販さえも行われ加　下，リバル板膿性諏白量2．5s・／eeLA下の融液

揚合が多い・　　　　　　　　と・輝…8以上，リ・・ル販応陽性，蛋白量49／剃
胸水の骸細撒については・苅谷④は結核曲膜　上の酬液紛類する・とが一般V・fiわれ，何れも原

炎の有核細胞数は630／i7miB－－7560／ma3の範囲にあり，　　因疾患と関係づけて，その特微を見出さんとしている。

経過と共に細胞数は，漸次減少の傾向が認められると　　　田坂等⑧は結核性肋膜炎15例の中，胸水の色調が赤色

し・糊⑫等胴概例燃て・・吻・～・…吻・雌・もの・例，梢・雌・例，淡艶、、伽腫
と述べ・上梛原②鷹灘肋灘眼ける月駄物　は…8～・・3・，リ・1・・タ反応蛭伽・陽性，嶺量は

有核細胞数は56／mal8～15600／MvlBで・350！ma8以下の　　3・0〃認～9．09！認であるとし，更に癌性肋膜炎4例

有核細胞数の場合は予後が不良であつたとし，又大藤　　　の中1血性V：　3例，淡黄色1例で比重は1018～ユ024リバ

等⑨は徽性肋膜炎の細緻の平均は・8・・伽・で，　ルタ反応は・微馳蛋鰻は・．・9／ee＿、．、9／ee

腫瘍性肋膜炎の胸水の有核細胞数は970伽8と・結　　であつたと述べ，Ungerleiden⑭は血性胸水より原因

．核性肋膜炎の胸水中の有核細胞数と，腫瘍性肋膜炎　　疾患を分類し，血性胸水の65％～85％が悪性腫瘍であ
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図1・
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

図　3．組織球性印環細胞

　症例12．M．　H．51　9　初回穿刺

胞体は円形で規則性，菲薄な胞体縁を　　　套
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図7．癌性胸水

20xlO×4　H．E．染色

『1『　　　　　ワ

、

図8・癌性胸水
　　症例3．Y．　T．35　9　12日後

図r・癌性肋水　　　　●●r■v

過染性及び多形性の著るしい腫瘍細胞

の集籏。

　　20x10×4　Papanicolaou染色
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図10．癌性胸水

　　症例7．T．　N．57　6　初回穿刺

　巨大核が密集し多形性，異染性に富

　み，石垣状配列を示す腫瘍細胞群。

　　　　　20xユOx4　GlemSa染色

つたと述べてL、る．S。ttler⑮雌実に癌性肋灘と　e・ついての綜合触研究1よ・未だ細胞学上1’＝未鰍の

診断された118例中の半数例の色調が漿液性であり，　　　点が多い事と聞連して余り追究されていない。通常胸

血性胸水は癌性肋膜炎に必発のものではないとしてい　　　水中に出現する細胞は三鍾類の頼粒白血球・リソバ

る。大藤⑨等は結核性肋膜炎と癌性肋膜炎に於ける胸　　　球，組織球性細胞，漿膜細胞であり，この外に印環

水の性状を観察し，結核性肋膜炎の胸水は比重1015～　　　細胞，腫瘍細胞の出現も認められる。

1028，バルタ反応陽性，蛋白量は平均値5．39／，leで　　　　結核性肋膜炎に於ける胸水中の出現細胞について，

あり，癌性肋膜炎の胸水の比重は1015～1020，リバル　　　Wida1⑤はリソパ球の多数出現を特徴とし，機械的原

タ反応は陰性の事が多く蛋白量の平均値は3・39／（形で　　　因による貯溜液には漿膜細胞が多く，結核以外の感染

あったと述べ，秋城⑯は結核性肋膜炎の胸水の蛋白量　　　には多核白If【L球が多いと述べWolff⑳は結核性肋膜炎

は4．1〃認～6．09／46で癌性肋膜炎の胸水の蛋白量　　　の胸水中には，リソパ球の出現を特有な所見としてい

は3．19／46～4・o〃46が大部分であり，癌性肋膜炎　　　るが福原⑳，上与那原②等は結核性肋膜炎の極めて初

に於て梢々蛋白量が低いと述べている。著者の例では　　　期には滲出液中に多核白血球の出現の多い事を指摘し

結核性肋膜炎に於てA群では14例中2例が血性であ　　　ている。田坂等⑨は結核性肋膜炎と癌性肋膜炎の出現

り，比重は］018～1032，リバルタ反応は全例が陽性を　　　細胞の百分率を求め，結核性肋膜炎ではリソパ球が49

示し蛋白量は3．2〃磁～6．o〃認，癌性肋膜炎に於て　　％～97％平均値77・1％・好中球は1％～30％平均値

はA群で11例中7例が血性として認められ，比重は　　　7．7％，組織球性細胞は2％～27％平均値9・6％，漿

1018～1026，蛋白量は2・89／ee～4・89／aC，リバル　　　膜細胞は0％～9％であり，癌性肋膜炎の例ではリソ

タ反応は11例中9例が陽性，B群では11例中7例が陽　　　パ球は5％～60％，1重瘍細胞は15％～70％，組織球性

性を示した，何れにしても結核性肋膜炎は滲出液の性　　　細胞は5％～8％，漿膜細胞は0％～10％と記載し結

状を強く示すが，癌1生肋膜炎に於ても結核性肋膜炎と　　　核性肋膜炎ではリソパ球が多く，癌性肋膜炎では腫瘍

類似の性状を示すため，両者の間に著明な差異を認め　　　細胞の増加を認めている。著者の例では結核性肋膜炎

得ない。色調が血性の例については著者の例では結核　　　に於ける胸水の出現細胞の百分率はA群については好

性肋膜炎は14．3％に出現が見られたのに対して，癌性　　　中球0．6％～2L4％平均値6・4％　リソパ球66・2％～

肋膜炎では63，6％と高率に認められ，これはUnger－　　94・8％平均r直82・5％，組織球性細胞0・8％～10・6％平

leiden⑭の成績eC近く，色調が血性の場合，血胸を除　　　均値6．8％，漿膜細胞は14例中11例に認められ平均値

外して肋膜の原発性，転移性種瘍，肝硬変，肺梗塞，　　　は3．6％であった。癌性肋膜炎に於ける胸水の出現細

肺結核等が上げられるが，原因不明の血性胸水では一　　　胞の百分率は，A群については好中球2・4％～35・0％

応腫瘍を疑うべきである。貯溜液の組胞診は原因疾患　　　平均値10．5％．リンパ球23．2％～75．8％平均値55．1

の診断の一助として、重要な手がかりを与えることが　　　％，組織球性細胞は6．2％～29．0％平均値14，8％，漿

多い。腫瘍細胞にっいての報告例は多いが，全細胞像　　　膜細胞は3．6％～18．8％平均値は11．5％であり，結核
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性肋膜炎と癌性肋膜炎に於ける胸水中の細胞像を比較　　　出し得ない場合でも可成り特徴のある性状を示してい

すると，前者ではリソパ球が大多数を占めるのに対　　る。大藤，⑨⑳杉江⑭等は癌性貯溜液に於て腫瘍細胞

し，後者ではリソパ球のみならず組織球性細胞漿膜細　　　確認を直接徴候とし，赤血球の増加を除く他の細胞学

胞も多いことが見られた。結核性肋膜炎で発病後比較　　　的特徴を間接微候とL，癌性貯溜液の間接徴候の特徴

的初期の症例（4・，7・，10・，13・）では好中球も比較的　　　として有核細胞数の減少，印環細胞の｝封現漿膜細胞の

多く8・　2％－2］．4％に認められた。結核性肋膜炎と癌　　　増加等を上げている。著者の観察では有核細胞数が少

性肋膜炎の細胞像の推移を見ると，結核性肋膜炎に於　　　く，滲出液の性状を有し組織球性細胞，漿膜細胞，好

ては，肋膜穿刺の当初よりリソパ球と組織球性細胞が　　　中球が比較的多く，血性液である事等は癌姓肋膜炎に

多く，経過と共にリソパ球は急激に増加し，80％以上　　多く，これ等の所見を検討すれば，結核牲肋膜炎と癌．

を占める例が多いが，組織球性細胞は漸減する例が多　　性肋膜炎との鑑別よ可能であると思われる。

く，癌性肋膜炎ではリソパ球，組織球性細胞，漿膜細

胞好中球が多く，経過を追求してもこれ等の増減は比　　　　　　　　結　　語

較的少く，リンパ球は80％以下の例が多い。　　　　　　　著者は結核性肋膜炎14例，癌性肋膜炎11例の胸水の

　胸水中に好酸球を認めた例は結核性肋膜炎3例，癌　 性状につき観察し次の結果を得た。

性肋膜炎4例であるが，癌性肋膜炎の症例2を除けば　　　（1）血性胸水は結核控肋膜炎ユ4例中2例・癌性肋

何れも0。6％～4，4％と低率であつた。Gull⑰は646　　膜炎11例中7例に於て認められ，後者の発現率が高

例の滲出憐肋膜炎を検討し，胸水中に好酸球を認めた　　い。

場合は，結核よりも腫瘍を第一一rc考えるべきであると　　　（2）結核性肋膜炎に於ける胸水の有核細胞数は1

し金子⑲は好酸球性肋膜炎は非結核性で予後の良い　癌性肋膜炎に於ける胸水の有核細胞数と比較して多い

例に多いことを強調しているが，又特発性気胸⑲⑳，　　例が多い。

外傷性肋膜炎⑲，結核性肋膜炎による胸水の吸収期⑳　　　（3）結核性肋膜炎の胸水には・リソパ球と組織球

⑳に好酸球性肋膜炎の例を述ぺている。著者の例では　　　性細胞が多い。経過と共にリンパ球は急激に増加し・

結核性肋膜炎と癌性肋膜炎の両者に認められ，特に癌　　　百分率で80％以上を占める例が多く・組織球性細胞は

性肋膜炎の症例2では未梢血中にも好酸球が12％N16　　漸減する例が多い。

％に認められ興味深い。　　　　　　　　（4｝癌性肋膜炎の胸水etはリンパ球・組織球性細
　印環細胞には，癌細胞性印環細胞と組織球性印環細　　　胞，漿膜細胞好中球が多く・経過を追求してもこれ等

胞があるとされ⑳⑳，両者の鑑別につき前者は大小不　　　の細胞数の増減は少く・リソパ球は80％以下の例が多

同が著明で，胞体縁は不規則で且重厚であるのに対　　　い。

し，後者では殆んど同大として認められ胞体縁は菲薄

搬羅灘鑑：籍萬諜盤灘雛1鰹齢塁襲驚麟
通常認められないとし，上与那原⑳等は非腫瘍性の胸　　　　なお本論文の要旨は第30回日本内科学会信越地方会

水中にも出現すると述べているが，著者も結核性肋膜　　に発表した。

炎の1例に組織球性印環細胞を3．4％～5．2％に認め

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文　　献
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